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二代新右衛門のときである。三代新右衛門は文化 4 年（1807）に佐倉に出店した。文化 13 年（1816）





に上州藤岡に仕入店を持ち、同 12 年には大阪高麗橋1 丁目店を出した。享保 10年（1725）には御為
替十人組の株を譲り受け、幕府公金為替の取り扱いにも参加した。富山家の元和2 年（1616）「足利帳」
や同 10 年「大福帳」は、我が国最古の経営帳簿とされている。富山家の沿革については以下参照。山
崎・北野（1956）、263 頁。『史料館所蔵史料目録』3（1954）、56 頁。吉永（1962）、53 頁。河原（1977）、
3-7 頁。安岡・天野（1995）、120-124頁。 
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に新左衛門と名を改め、その後代々新左衛門を襲名した 3。明治 42年（1909）に千葉に本拠を移し、昭
和 5 年（1930）には百貨店を経営した。翌 6 年に株式会社化し、京本店と佐倉店を閉じた。千葉店は、





















（出所）「京店仕入物仕法之留附リ戴物ノ控」（富山家文書, 569, 国文学研究資料館所蔵）。 
                                                   
3 「相続記」（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵)。 
4 『奈良屋弐百弐拾年』（1962）、119頁。 
5 『株式会社三越 100年の記録』（2005) 、225、387頁。 
6 「京店仕入物仕法之留附リ戴物ノ控」（富山家文書, 569, 国文学研究資料館所蔵）。 

















（出所）「京店仕入物仕法之留附リ戴物ノ控」（富山家文書, 569, 国文学研究資料館所蔵）。 
 









































                                                   
7 「京店諸用留附り諸算法之控」（富山家文書, 570, 国文学研究資料館所蔵）。 
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外増 100匁☓（1＋0.2）＝120匁  









































                                                   
8 吉田光由（1627）『塵劫記』（吉田・佐藤（2006）、74-77 頁）。 
9 長谷川寛閲・小榑謙編（1832）『大全塵劫記』、33丁。 
10 中沢祥能編（1881）『大全塵劫記』下、100 丁。 
11 高野甚右衛門編（1890）『数学童蒙必携』上、47頁。 






















































「買合」である。ただし「下シ物元帳」は明治 25年（1892）から明治 30年（1897）までを収録した 1












  内四両弐分  関東物内着用遣 
  又弐分     正味物下リ高 
 引〆シ山和名両壱歩弐朱也 
 為銀仁名ヱ〆㐧山廿三匁弐分五厘  
  下リ高 
   場名仁貫㐧山四拾五匁弐分  
六九弐五懸 
   ス〇七ふ五廻ル 18  
  
                                                   
16 「諸帳合仕法」（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
17 以下、特に断りのない限り表において漢数字と符牒は算用数字に直した。 
18 「萬覚帳」（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
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表 1 奈良屋佐原店寛政 10年夏仕入高・下り高 
  両 歩 朱 貫 匁 分 厘   
買高 355 1 2         (1) 
関東物内着用遣 4 2 0         (2) 
正味物下り高 0 2 0         (3) 
引〆 350 1 2         (4) 
為銀       21 723 2 5 (5) 
下り高       62 745 2 0 (6) 
6925 懸   (7) 














 寛政十午七月仕切 左原店 
 札六十二貫七百四拾五匁弐分 午盆前京ゟ代呂物下り高  
 札六百廿貫九百九拾弐匁九分 午正月改呉服物あり 
 札六拾六貫六百廿九匁弐分      同改帷子有  
  三口〆 七百五拾貫三百六拾七匁三分  
  内  
札五百四拾九貫百八拾四匁七分 午七月改呉服物有  
札八拾弐貫五百九匁九分  同改帷子有  
  指引〆 百拾八貫六百七拾弐匁七分  
                                                   
19 (7) (8)をすべて小数点以下の数値とみなすと他の期の(7) (8)に相当する数値の合計はすべて1となる。
したがって(8)の符牒「ス〇七ふ五廻ル」は 0.3075であり、「七ふ」の箇所は本来「七厘」とすべきとこ
ろである。 
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  五掛   五拾九貫三百三拾六匁三分 20  
 
表 2 寛政 10年午 7月仕切 佐原店 
    貫 匁 分  
下り高 札 62 745 2 (9) 
期首在庫（呉服物） 札 620 992 9 (10) 
期首在庫（帷子） 札 66 629 2 (11) 
小計   750 367 3 (12) 
期末在庫（呉服物） 札 549 184 7 (13) 
期末在庫（帷子） 札 82 509 9 (14) 
差引   118 672 7 (15) 
5 掛け   59 336 3 (16) 














21貫 723匁 2分 5厘／（1－0.3075）＝31貫 369匁 31分 4厘 (17) 
 
 導き出された金額(17)は一見したところ、引用した二つの史料内に見当たらないが、実はこの値は(6)





                                                   
20「左原店仕切帳弐番」（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。ここでは符牒は一切使われていな
い。 
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際には 5 掛け、すなわち倍札の 2 分の 1 の価格が正味の数値となるのである。「萬覚帳」の(6)も下り物
の倍札価格で記されているが、正味は(5)と(8)によって得られる内増の数値であって、それが倍にされて
いるのである。奈良屋の倍札は幕府による正札令に従って天保 13 年（1842）に廃止され、それ以降は
佐原・佐倉両店ともに正札表記となり、帳簿上の 5 掛け操作はなくなる 21。これについては［３．２］
で詳述する。よって天保 14 年以降近代にかけて、仕入高と販売価格の関係は、内増の算出法で得られ
たそのままの数値となる。 
利益率(8)は、近代においては明治 18 年（1885）から同 20 年までの京本店資産負債勘定である〔京
本店仕切帳 22〕の「惣ナラシ」に相当する数値である。以下の表 3 は明治 19 年 5 月〔京本店仕切帳〕
冒頭における現物資産の書き上げである。原史料では京本店の通貨単位は円で、佐原・佐倉店は貫で記
帳されているが、1円を 10貫に換算してすべて貫で表出した 23。 
 
 表 3 明治 19年 5 月奈良屋呉服太物夏物現物在庫 
  佐原・佐倉店（貫） 京本店（貫） 
呉服太物 
1番 3 割引 603.6192 (18) 422.5334 (24) 
2番 2割 5分引き 826.2272 (19) 619.6704 (25) 
3番 2 割引き 431.4724 (20) 345.1779 (26) 
4番 1割 5分引き 326.4536 (21) 277.4856 (27) 
5番 1 割引き 514.7211 (22) 463.249 (28) 
小計  2702.4935 (23) 2128.1163 (29) 
夏物呉服 
太物 
1番 3 割引 － (30) － (37) 
2番 2割 5分引き 280.4813 (31) 210.361 (38) 
3番 2 割引き 32.562 (32) 26.0496 (39) 
4番 1割 5分引き 38.747 (33) 32.935 (40) 
5番 1 割引き 180.4943 (34) 162.4449 (41) 
小計 532.2846 (35) 431.7905 (42) 
合計     3234.7781 (36) 2559.9068 (43) 









23 本稿では銀の値は貫を単位とし、便宜的に貫以下は小数点以下で表した。小数点第 3 位までは匁、第
4 位は分、第 5 位は厘である。それ以下がある場合は四捨五入した。 
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3,234貫 656匁 5厘 3毛は、佐原店の総棚卸高である（36）3,234貫 778匁 1分とほぼ一致する。計算
式で書けば以下となる。 
 




「萬覚帳」に記載のある寛政 9年（1797）夏から文化 2 年（1805）盆前の各期における「惣ナラシ」
にあたる平均利益率を表 4に示した。最高が 3.35割、最低が 2.8割、平均は 2.98割である。 
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   表 4 寛政 9年夏～文化 2 年盆前における平均利益率 
 
利益率 
寛政 9 年夏 ヒ割カ㐧イ之廻リニ成ル 2975 
寛政 9 年秋 ヒ割カふヱ厘㐧毛ニ廻ル 2917 
寛政 10 年夏 ス〇七ふ五廻ル 3075 
寛政 10 年盆後 ヒ割左ふニ廻ル 28 
寛政 11年 7月 スわりヱふカ厘 1毛廻り 319 
寛政 11 年盆後 ヒ佐シ厘廻り 283 
寛政 12 年夏 ス割壱分ス厘㐧毛廻り 3137 
寛政 12 年盆後 ヒ割シ分シ厘廻りニ成ル 293 
享和元年 7月 ヒ割左分九厘廻り 289 
享和元年盆後 ヒ割左分コ厘廻り 286 
享和 2年 7月 ス割ヱ分ヱ厘廻り 311 
享和 2 年盆後 ヒ割㐧分左厘廻り 278 
享和 3 年春 ス割ヱ分ヒト和毛廻り 3125 
享和 3 年盆後 ス割〇ヒ厘廻り 302 
文化元年盆前 ス割ス分和厘廻り 335 
文化元年盆後 ヒ割カ分廻り 29 























表 5 「寛政五年丑六月究メ店ゟ代呂物渡ス札引覚」 
 
京下り 
1 西陣織物・男女帯・組もの類・京帯・縮緬・表物 5 掛け 2割引 
2 絹紬類・桟留・外呂面小倉・大坂下り裏地・仕立小袖・小袖綿 5 掛け 1.5割引 
3 帷子類・小紋羽織 5 掛け 1.5割引 
 
関東仕入 
1 札 2割掛の品 1.5割引 
2 札 1.5割掛の品 1 割引 
3 札 1割掛の品 7 分引 
（出所）「萬覚帳」（奈良屋文書, 3-1-8, 千葉県立中央博物館大利根分館所蔵）。 
 
 奈良屋における取扱商品は表 5 のごとく、下り物と関東物とに 2大別されている。更に下り物と関東





は内増の利益率が 2 割であることを示している。第 2および第 3分類の内増利益率は 1.5割である。同
年 7月の〔京本店仕切帳〕では、現物資産は「呉服物」と「かたひら」に大別されているだけであるが、
「萬覚帳」の第 1・第 2分類は、その「呉服物」を更に二分したものであり、「かたひら」が第 3分類に
あたると思われる。なお、文化 5 年（1808）正月以降は表記が「帷子類」から「夏物類」に変わる。 
 関東物は利益率で 3分類されているだけであり、具体的な品名は記されていない。札 2割掛の商品は





   表 6 文政 3年 7月奈良屋京本店現物資産高 
 呉服太物類 夏物類 
1 番札 2155両 2歩 2朱 4匁 4 分 93両 1歩 6匁 5分 
2 番札 1028両 3歩 2朱 3匁 6 分 30両 1歩 2朱 4匁 8 分 
3 番札 371両 1歩 2朱 8分 138両 3歩 2朱 3匁 6 分 
4 番札 478両 2朱 5匁 6分 101両 2歩 1匁 
5 番札 478両 2朱 5匁 6分 300両 3歩 2朱 8分 
   （出所）〔京本店仕切帳〕文政 3庚辰年 7月（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 






25 年（1892）9月から同 30年 3月までに京本店で仕入れられた下り物商品についての帳簿である。そ
れらの商品は、「一番札下シ物」、「二番札下シ物」、「三番札下シ物」、「番外下シ物」、「取次物入札」の 5





計がカテゴリー別に記される。明治 25年 9月から同 26年 2月までに仕入れた一番札から三番札の各合
計を例にとれば、以下のとおりである。 
 
表 7 明治 25年 9 月～明治 26年 2 月における奈良屋下り物 
 
元〆（貫） 入〆（貫） 〔利益率〕 
〔予定利益率価格〕   
（貫） 
引〆（貫） 
一番札下シ物 157.778 233.985  3割 225.3971 8.5879  
二番札下シ物 229.824 320.841  2割 287.2800 33.5610  

































を通時的に見ると、時代によって若干の変化が見られる。以下は安永 6 年（1777）正月から明治 30 年
（1897）8月までの、下り物の利益率を表出したものである。 
  
                                                   
24 三井八郎右衛門・代井上源七差出、町奉行所宛、寛政 2年 10 月「直段書」（三井家文書, 1174-1, 三
井文庫所蔵）、「安永 6酉歳ゟ同 8 亥年迄綸子羽二重紗綾縮緬改直段書」（三井家文書, 1175-8, 三井文庫
所蔵）、寛政 2年「呉服物直段書京都ゟ当仲間へ下り候書付ニ御座候」（白木屋大村家文書, 国文学研究
資料館所蔵）など。 
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表 8 奈良屋下り物の商品分類と利益率の変化 
(1) 安永 6 年(1777)正月～ 
寛政 12 年(1800)7月 
1.5割 
(2) 寛政 5 年(1793)6月 2 割 1.5割 1.5 割 
(3) 享和元年(1801)正月～ 
文化 6 年(1809)正月 
2.5割 
(4) 文化 6 年(1809)正月～ 
文政 3 年(1820)正月 
3 割 
(5) 文政 3 年(1820)7月 3 割 1.8割 2割 1.5 割 1割 
(6) 文政 4 年(1821)正月 3 割 1.8割 2割 1.8/1.5 割 1 割 
(7) 文政 4 年(1821)7月～ 
天保 4 年(1833)7月 
3 割 1.8割 2割 1.5 割 1割 
(8) 天保 5 年(1834)正月～ 
嘉永 2 年(1849)7月 
3 割 2.5割 2割 1.5 割 1割 
(9) 明治 18 年(1885)11月～ 
明治 20 年(1887)5月 
3 割 2.5割 2割 1.5 割 1割 
(10) 明治 26 年(1893)3月～ 
明治 27 年(1894)8月 
3 割 2 割 1.5割 
(11) 明治 27 年(1894)9月～ 
明治 30 年(1897)8月 
2.5割 2割 1.5 割 
（出所）(1)(3)(4)(5)(6)(7)(8) (9)〔京本店仕切帳〕（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。(2) 「萬覚帳」（奈良屋文
書, 3-1-8, 千葉県立中央博物館大利根分館所蔵）。 (10)(11)「下シ物元帳」（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
（註）文化 6年（1809）正月は一度勘定した後で、利益率の改定や太田店の処理に伴い再勘定したため「仕切」が二つあ
る。利益率は 2.5 割から 3 割に改められた。(5)～(11)は呉服太物類と夏物類に大別されているが、利益率は同率であり、
左から順に一番札、二番札、三番札、四番札、五番札商品である。(6)文政 4 年（1821）正月は、「四番口」呉服物太物類
が 1.8割、「四番口」夏物類が1.5割である。この期以外で、同一カテゴリーでの利益率が、呉服物太物類と帷子・夏物類
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4,706両 3歩 9分、夏物類期末棚卸高は 589両 2匁 9分となっており、資産評価額が上がっている。す
なわち、期末棚卸高を最高利益率で原価計算すると、「惣ナラシ」で計算するより原価が下がるわけであ























ったと見られる。下り物では、文政 3年（1820）7 月より 5 つの商品分類に応じて異なる利益率が記載
されるようになる。特に高額商品の利益率は、少なくとも明治 27年（1894）8月に至るまで、3割で固
定している。商品カテゴリー別の仕入高の割合については、たとえば明治 25 年 9 月から翌年 2 月にお






考えられる 27。そもそも奈良屋初代杉本新右衛門は寛保 3 年（1743）に 40 才で独立開業する以前、奈
                                                   
25 〔京本店仕切帳〕天保 4年 7月（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
26 白木屋でも関東物の取り扱いは京本店ではなく江戸店の裁量で行われている（林（1982）、24頁）。 
27 「壱番店仕切帳」安永 2年 7月（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 









之 1 割利出ス 30」とあり、47 両 3 分が京本店に送金されている。京本店は、安永 5 年（1776）正月か





嘉永 3年 7月以降は新書式のみで継続記帳となる。嘉永 2年正月の書き上げを以下に数表化した。①が
旧書式、②が新書式である。 
 
  表 9 奈良屋佐原店嘉永 2年正月関東物仕入高         
① （両）   ② （貫） 
a 2 割 1,266  g 元〆 244.0398 
b 1割 5 622  h 札入〆 292.4479 
c 1 割 1,935  i 差引〆 48.4081 
d 三口〆 3,823  j 内 24.40398 
e 5 分 60  k 引利〆 24.0041 
f 引利〆 160  l 又 1.8345 
    m 弐口〆 25.838 
    n 此金 403 両 
（出所）「六番仕切帳」嘉永 2年正月（奈良屋文書, 3-1-15, 千葉県立中央博物館大利根分館所蔵）。 
 
表 9－①はすべて金高による計上である。a, b, cは商品カテゴリー別仕入高である。aは利益率 2割
の商品で仕入高は 1,266両、bは利益率 1.5割の商品で仕入高は 622両、cは利益率 1割の商品で仕入
高は 1,935両であることを示している。a, b, cの仕入高合計が、d「三口〆」である。3種のカテゴリ
ーのうち、天保 9年正月までは 2 割掛商品の仕入が多いが、同年 7月以降は低利益率の商品の方が多
                                                   
28 「相続記」（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
29 『騎西町史』通史編（2005）487-491頁。 
30 「左原店仕切帳弐番」安永 9年正月（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
31 ただし安永 4年正月は 1.2割、安永 8年 7月は 8分。 
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くなっている。嘉永 2 年正月の「関東買高壱割利」は 382 両 3 歩 549 文で、d仕入高合計「三口〆」













①と異なり a, b, c のような商品カテゴリーによる内訳はない。①の史料に「◎六四」と記されているの
で、金 1両=銀 64 匁として金換算すると、244.0398貫は 3,813両となり、d とほぼ等しい。h の「札入
〆」は、「元〆」gに利益率によって算出された利幅を上乗せした札高合計だと考えられる。それについ
ては最後に述べることにし、つづく i は h「札入〆」から g「元〆」を差し引いたものである。j「内」
は g「元〆」の 1 割で、金換算すれば 381 両となる。「仕切帳」で京本店に送金される「関東買高 1 割
利」の 382 両 3 歩 549 文に相当する。k「引利〆」は i と j の差引であり、京本店へ送る利益金を除い




285.7129貫になり 33、外増では 4,363両、すなわち 279.2320貫となり、いずれもhの 292.4479 貫には
ならない。恐らく関東物は外増の利益率によって算出されているが、記載された利益率よりも、もう少
し高い利益率が設定されていると考えられる。ではhはどのような利益率によって算出されているのだ
ろうか。これを解く鍵は、①の記載内容と、［２．２］で取り上げた寛政 5 年 6 月「店ゟ代呂物渡ス札
引覚」にある。関東物に関する部分を以下に再掲する。 
 
    表 10 奈良屋関東物カテゴリーと利益率  
関東物 
1 札 2割掛の品 1割 5分引 
2 札 1割 5 分掛の品 1 割引 
3 札 1割掛の品 7 分引 
（出所）「萬覚帳」（奈良屋文書, 3-1-8, 千葉県立中央博物館大利根分館所蔵）。 
                                                   
32 「萬覚帳」（奈良屋文書, 3-1-8, 千葉県立中央博物館大利根分館所蔵）。 
33 小数点 5桁以下は四捨五入した。以下、本稿で扱う数値については適宜小数点以下の桁数を定め、そ
れ以下は四捨五入した。 



















元帳」に記載されている「一番札下シ物」明治 25年（1892）9月 30日の一例である。 
 
一、2貫 40匁 縮緬振袖地 こし高模様 相鼠２反 
入、2貫 970匁 34 
 
［２．２］で述べたように、1 番札の〔利益率〕は 3 割なので、内増で〔予定利益率価格〕を算出す









て計上されることになる。以下は明治 25 年 9 月から翌年 2 月までの半期の間に仕入れられた「一番札
                                                   
34 「下シ物元帳」一番札下シ物 25年辰従 9月（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。同日の「一
番札下シ物」商品として他に、京綿廣帯、縮緬留袖、縮緬一ツ身、丹後小幅縮緬がある。 
35『和漢絹布重宝記』（『通俗經濟文庫』2（1916）、108頁）。 




元〆 157.778 貫 
入〆 233.985 貫 
ス
[ 3 ]
割 225.3971 貫 










合には、「引〆」の数値は「不足」と表記される。明治 29 年（1896）9月から翌年 2月までの半期の間
に仕入れられた「三番札下シ物」のケースが、その唯一の例である。「元〆」41.0375 貫に対し、「入〆」
は 48.258 貫、〔予定利益率価格〕は 48.2795 貫であり、「引〆」は 21 匁 5 分の「不足」となっている。
この期の「三番札下シ物」の仕入は計 9品であるが、そのうち 6品が〔予定利益率価格〕を下回ってい
る。特に 9 月 16 日に仕入れられた河内中入地 191 疋は、〔予定利益率価格〕より 570 匁も低い入値が









撃を受けた 42。明治 29 年に輸入綿花羊毛海関税が撤廃されると国内綿作は大いに動揺し、河内木綿の
栽培面積・実綿生産量は共に著しく減退した 43。奈良屋が「三番札下シ物」として仕入れる河内中入や
                                                   




39 喜田川守貞（1853）『守貞漫稿』（『近世風俗志―守貞謾稿』3（1999）、173 頁）。 
40 武部（1985）、146頁。 
41 武部（1981）、185頁。 
42 武部（1981）、230-237頁。なお、河内木綿の消滅は大正 4～5年（1915-16）とされる。 
43 武部（1981）、235頁。 
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京本店から佐原店に送る下り物商品は倍札が付けられている点と、札高で計上された売上高を 5掛けし








     表 11 越後屋天保 13年 7月新荷下し高 
 正札（貫） 倍札（貫） 
江戸本店 459.1068 918.2135 
大坂本店 62.8258 － 
江戸向店 230.7455 461.4910 
江戸芝口店 290.9472 581.8943 
     （出所）京本店「天保13壬寅歳従正月至7月目録」（三井家文書, 続 4039, 三井文庫所蔵）。 
 




保 13壬寅歳従 7月至極月目録」を最後にそれ以降なくなり、正札のみの記載となる。 
正札価格の 2倍にあたる札高の記載中止は奈良屋にも見られる。その時期は越後屋とほぼ同じで、「六
番仕切帳」の天保 14 年正月より正味表記のみとなる 45。なぜこの時期から倍札表記が中止されたかと
いえば、幕府による天保 13 年（1842）10月の正札令「総而商ひ物壱品毎ニ正札付ニ致し, 帳面へも元









分館所蔵））。佐倉店の「弐番仕切帳」における天保 13年 7月末尾にも同様の記述がある（奈良屋文書, 
3-1-13, 千葉県立中央博物館大利根分館所蔵)。 
46 『幕末御触書集成』5、27-28 頁。 
47 「萬覚帳」天保 13寅年 5月（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 









 表 12 大黒屋宝暦元年 12月新荷物高 
 （貫） 札（貫） 
江戸本店 21.08120 65.04360 
江戸新店 44.79760 134.39280 
大坂店 26.40140 － 








表 13 大黒屋宝暦元年 12月荷物下し高 
 （貫） 札（貫） 
江戸本店荷物下高 728.83321 2229.80826 
   京荷物 433.08690 1342.56690 
江戸買高 295.71712 887.24136 
江戸新店荷物下高 873.40980 2676.39090 
   京荷物 561.06500 1741.00065 
   江戸買高 311.79480 935.38450 
大坂店荷物高 506.50745 － 
   大坂買高 406.44475 － 


















は、仕入高や利益率から導き出される価格に 2 倍あるいは 3 倍の「札」値を付ける商習慣があったと考
えられる。このことは、帳簿上の具体的な売上高の計算が「倍札」ではなされていないことからも確認








寛政期の 12 年間にわたる商品値引きは高額に上ることはなく平均 8両だが、享和 2年（1802）正月
には 100 両が「直打売直引」として計上されている。また、「古かけ貫」として計上される未回収売掛
金の損金処理について言えば、寛政期の平均は 15 両であるが、享和 2 年正月は 49 両にのぼっている。
このように値引きや売掛金処理が突出している理由は、享和元年（1801）11 月 1 日に行われた「呉服
物木綿類くりわた改正札附大安売」の影響と言える。表 14 は、寛政元年正月から文化 2 年正月までの
奈良屋佐原店における期末売掛金残高と売上高である。寛政元年（1789）正月に 411 両であった期末売
掛金残高は、なかなか回収が進まず一進一退を繰り返しつつ増額し、享和元年7月には 800両近くに達





                                                   
48「京店諸用留附り諸算法之控」（富山家文書, 570, 国文学研究資料館所蔵）。 
49 仕入高と〔予定利益率価格〕の割合を見た場合には奈良屋もほぼ 3倍になる。 
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表 14 奈良屋佐原店期末売上金残高・売上高 












両 歩 朱 両 歩 朱
寛政元年正月 411 0 0 935 3 0
寛政元年7月 413 1 2 995 1 2
寛政2年正月 372 3 2 1,215 0 0
寛政2年7月 419 1 0 1,050 3 2
寛政3年正月 387 1 2 847 3 0
寛政3年7月 445 2 2 983 0 2
寛政4年正月 457 2 0 1,033 0 0
寛政4年7月 491 1 0 838 1 0
寛政5年正月 422 0 2 1,295 0 0
寛政5年7月 444 3 0 1,046 3 0
寛政6年正月 389 0 2 1,182 2 2
寛政6年7月 440 3 0 1,281 2 2
寛政7年正月 392 0 0 1,820 2 0
寛政7年7月 457 1 0 1,035 3 0
寛政8年正月 446 3 0 1,255 1 0
寛政8年7月 532 2 2 1,288 0 0
寛政9年正月 428 1 0 1,671 1 0
寛政9年7月 501 0 2 1,197 1 0
寛政10年正月 541 3 0 907 2 0
寛政10年7月 585 1 0 988 3 0
寛政11年正月 555 0 0 1,420 2 0
寛政11年7月 581 2 0 897 0 0
寛政12年正月 539 1 0 1,458 1 0
寛政12年7月 738 0 0 869 0 0
享和元年正月 610 0 0 1,288 2 0
享和元年7月 799 0 0 1,151 2 0
享和2年正月 745 1 0 2,074 2 0
享和2年7月 834 1 0 1,140 0 0
享和3年正月 776 3 0 2,087 1 0
享和3年7月 963 1 2 1,125 3 2
文化元年正月 826 1 0 1,356 0 0
文化元年7月 986 2 2 1,435 3 0
文化2年正月 827 2 0 1,948 3 0
期末売掛金残高 売上高































                                                   





51 杉本本家差出、後見武兵衛殿・宇兵衛殿ほか宛、享和元年 9月「書附を以頼入候」（杉本家文書, 奈
良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
52 「左原店仕切帳弐番」享和元年正月、同年 7 月（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 




  木綿類  改正札附大安売 




















このときの売上高は表 14 に示したとおり 2,074 両を記録しており、過去最高となった。寛政期の平
均売上高は 1,145 両なので、大商いであったことがわかる。同時にまたこの期の「仕切帳」には、先述






                                                   















小紋紬 1反 銀 14匁 2分 
千草裏地 1反 6匁 2分 
桟留縞 1反 12匁 6分 
仕立産着 6匁 57  
 
商都として栄えた佐原には近隣のみならず遠方からも呉服太物を購入するために人びとが足を運んで




絹中形産着 銀 11 匁 
白筵織帯地 銀 11 匁 1分 
黒八丈半いり壱掛半巾 銀3匁 8分 
同袖口壱掛 銀 1匁 8分 7厘 
京綿壱枚 銀 2匁 1分 
繰綿 360 目 銀 15匁 















文久 2年 11月「呉服物売上之覚」（奈良屋文書, 3-2-6, 千葉県立中央博物館大利根分館所蔵）などがあ




































63 奈良屋新右衛門・手代源兵衛差出、御年寄中・絹問屋衆中宛、安永 9年(1780) 12 月「一札之事」（杉
本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
64 年寄河内屋藤兵衛・五人組丹波屋清兵衛ほか差出、御年寄中・絹問屋衆中宛、安永 9 年(1780) 12月
「一札之事」（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
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 奈良屋が取り扱っている関東物には、藤岡絹・山絹・平絹・秩父絹・郡内・龍門・熊谷絹などがある 65。
［２．３］で既述したように、商品分類は三つあり、それに伴う利益率 1.5 割、1 割、7 分が設定され
ていた。京本店に送金する仕入高の 1割に、この 3種の利益率を外増で計算し上乗せした価格が関東物









 京都からの下り物と関東物の仕入高を比較すると、たとえば安永 4年の下し高は、関東物仕入高の 2.5
倍以上であり、奈良屋の仕入の中心は下り物であったことが明らかである。しかし両者の差は次第に縮
小し、文化期にはほぼ同額となった。そして文政期以降は関東物の仕入高が下り物を上回るようになり、

















                                                   
65 一例として「左原店仕切帳弐番」寛政 5年 7 月～同 7年 7月から見いだされる品名をとりあげた（杉
本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵）。 
66 『佐原市史』（1966）、147-148 頁。 
67 『佐原市史』（1966）、年表 7頁。 














表 15 大黒屋貞享 4年 8月江戸新店利帳 
 貫  
卯ノ春残り物 1124.9391  (1) 
下り高 1378.2547  (2) 
〆 2503.1938 (3) 
内 上セ地ニ引 13.9013  (4) 
内 卯ノ秋残り物 974.3056  (5) 
 〆 988.2069  (6) 
右引残テ 1514.9869  (7) 
惣売高 259.2256 (8) 
内 町買職人方共 57.1710  (9) 
内 本店ゟ買 27.6945  (10) 
 〆 84.8655  (11) 
右引残テ 174.3601  (12) 
前売     金 5510両1分 (13) 
此銀 331.1660  (14) 
       銀 51.3169  (15) 
〆 556.8430  (16) 
（出所）「貞享四年卯八月江戸両店算用目録（貞享四春）」（富山家文書, 503, 国文学研究資料館所蔵）。 
 
(1)は期首在庫であり、(2)は京本店からの下り高で、(3)は(1)(2)の合計である。(4)は何らかの差引高だ
                                                   
68 貞享 4年 8月江戸店「算用目録」前半部分と、享保 5年 2月江戸店「利帳」について解説したものに、
河原（1977）、99-109頁がある。 










いる。更にその隣の行には、「三百廿一貫五百廿匁八分、テテ廻し 71」（321 貫 520 匁 8 分、33 廻し）
と記された付け紙が貼り付けられている。このことから、「利帳」の(5) 974.3056 貫は札高で計上された





の期末棚卸高 321貫 520匁 8分が求められ、この値を付け紙に書き留めたと考えられる。 
とすれば、(5)だけではなく(1)から(7)のすべてが札高で計上されていると考えるのが自然であり、(7)
の売上高も 3倍札で計上された売上高と考えられる。3 倍札については既に［３．２］で確認したとお







    大要 メメヲ掛ル  
    又銀違ヲ京札ヘ掛ケ 






















70 越後屋の「前売」については『三井事業史』本編 1（1980）、358頁参照。 




73「覚」（富山家文書, 557, 国文学研究資料館所蔵）。 
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（札 1514.9869貫×0.33）×1.11＝554.9397 貫 
 



















廻り」となっていることである。乗法によって 3 倍して得られた数値を、再び乗法で元に戻すには 3





































4 年の「利帳」とは異なり、「五割増金」が引かれている。同期の期首在庫札高は 2125.8207 貫である
が、そのうち「五割増金」708.6069貫が引かれ、1417.2138 貫となっている。期末在庫も同様の処理が
なされており、よって「引残」額は、3 倍札の 3 分の 2 の額に相当することになり、「京札」高はその
2 分の 1 となる。また、最後の「〆」の売上高は相場違のため、金 1 両＝銀 42 匁で換算し直され次行
に記されている。だが帳簿上、札高や売上高は換算前の数値で計算されているので、本稿の検証も換算
前の数値で計算して問題ないと思われる。貞享 4 年と同様の値を求めるための計算式をたてれば、
                                                   









「利帳」末尾の実際の「江戸札」売上高を記すと、2月は 309.0134貫と 309.6884 貫、8月は 362.5761


















































                                                   
76 『三井事業史』本編 1（1980）、116頁によれば、三井大元方の収支は享保 3年までの高額のやりと
りに比べ、改鋳の影響で享保 5年上期は収入が 231貫 857匁、支出が 202貫 254 匁であり、純益金は






77 「京店諸用留附り諸算法之控」（富山家文書, 570, 国文学研究資料館所蔵）。 
78 越後屋では「京本店は仕入れのときは「正味」の銀高で計上し、販売のときは「札高」で示している。
江戸や大坂の販売店はこの札高で呉服物を売り、独自に価格をつけることはしないのである」（『三井事
業史』本編 1（1980）、154-155 頁）。 
79 三井高房（1728）『町人考見録』（『徳川時代商業叢書』1（1913-1914）、180 頁）。 







表 16 越後屋・茶屋呉服値段見積もり 
  
 


























入札価格 90 匁廻 104 匁廻 137 匁廻 78 匁廻 119 匁廻 94 匁廻 
仕入価格 62 匁廻 72 匁廻 98 匁廻 58 匁廻 85 匁廻 67 匁廻 
利益率 145 145 14 135 14 14 
茶屋 
入札価格 90 匁廻 108 匁廻 133 匁廻 78 匁廻 124 匁廻 96 匁廻 
仕入価格 69 匁廻 83 匁廻 102 匁廻 60 匁廻 95.5匁廻 74 匁廻 
利益率 13 13 13 13 13 13 
（出所）安永 4年 3月「御呉服直段積書扣」（三井家文書, 本 1466-20, 三井文庫所蔵）。 
 





じく 90 匁廻としても、利益率は 4.5 割になる。上り白羽二重御裏地の入札価格は越後屋の方が低く見



















   但右三割五歩之金銀掛ケ申理者、当地小判ツシサヽ
［ 4 5 匁 ］
建、於江戸、小判カシヽ









































買元直段歩掛之法 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 0.8 0.8 0.8 1.5 1.5 1.5 
札掛 1.2 1.01 1.25 1.0 1.0 1.17 1.18 0.85 1.11 1.12 0.99 1.18 
都合 2.4 2.21 2.45 2.2 2.2 2.37 1.98 1.65 1.91 2.62 2.49 2.68 
 此内 旅宿物掛り物 0.3 0.23 0.23 0.15 0.18 0.19 0.14 0.13 0.16 0.51 0.53 1.01 
      送金日合 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.45 0.45 0.45 
   〆 0.6 0.53 0.53 0.45 0.48 0.49 0.44 0.43 0.46 0.96 0.98 1.46 
正味札掛 1.8 1.68 1.92 1.75 1.72 1.88 1.54 1.22 1.45 1.66 1.51 1.22 





                                                   
80 「享保金銀通用引替関係書類ノ内」「定」（三井家文書, 本 1483-13-4, 三井文庫所蔵, （桜井（2004）、
31-32 頁））。 
81 弘化 2年 3月「諸代呂物札廻り調書之控」（三井家文書, 別 1334, 三井文庫所蔵）。 
82 寛政 2年 10月「直段書」（三井家文書, 1174-1, 三井文庫所蔵）。 






























買元直段歩掛之法 1.2 1.2 0.8 1.5 関東買高 1割利 1.0 1.0 1.0 
札掛 1.15 1.06 1.05 1.09 〔利益率〕 1.5 1.0 0.7 
都合 2.35 2.26 1.85 2.59 合計 2.5  2.0  1.7  
旅宿物掛り物 0.25 0.17 0.14 0.68 - - - - 
送金日合 0.3 0.3 0.3 0.45 - - - - 
小計 0.55 0.47 0.44 1.13 - - - - 
正味札掛 1.8 1.78 1.4 1.45 - - - - 








                                                   
83 奈良屋の関東物の費用処理は、下り物と同様に帳簿上で処理されている。佐原店「七番仕切帳」嘉永
6年 7月は元〆と入〆の差し引きの後で、費用を差し引いている（奈良屋文書, 補遺 29, 千葉県立中央
図書館大利根分館所蔵）。越後屋の下り物の場合は、関東物と同様に費用を単価に含めていることが寛政
2年 10月「直段書」（三井家文書, 1174-1, 三井文庫所蔵）などからわかる。 
84 『三井事業史』本編 1（1980）、433頁。 





































                                                   
85 『三井事業史』本編 1（1980）、434-436頁。 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（出所）「四番左原店仕切帳」（杉本家文書, 奈良屋記念杉本家保存会所蔵），「七番仕切帳」「八番仕切帳」（奈良屋文書, 補遺29, 3-1-19, 千葉県立中央博物館大利根分館所蔵）。 





Naraya-Sugimoto family who was kimono fabrics dealer in Kyoto established two branch 
stores in Kanto region in the Edo period. Focusing on the statement of the settlement of 
accounts of Naraya, this paper examines the pricing process of Naraya, referring the 
instances of Daikokuya (the Tomiyama family) and Echigoya (the Mitsui family). 
   I pointed out two important matters in this paper: first the markup pricing method of 
kimono, and second the convention of changing price in price tag. There were two kinds of 
markup pricing method of kimono retailers in the Edo period, namely [1]“uchi-mashi”and 
[2]“soto-mashi”.   
 
[1] “uchi-mashi” : Cost ÷ (1－ Markup) ＝ Selling price 
[2] “soto-mashi” : Cost × (1＋ Markup) ＝ Selling price 
 
Assuming that the cost of kimono purchased is 100(Monme) and the markup rate is 20%, 
the calculation formulas are as follows; 
 
[1] 100 ÷ (1－0.2) ＝ 125 
[2] 100 × (1＋0.2) ＝ 120 
 
   Naraya traded in “Kudari-mono”(kimonos produced in Kyoto) and “Kanto-mono” 
(kimonos produced in Kanto region), and priced “Kudari-mono” at “uchi-mashi” price, 
while “Kanto-mono” at “soto-mashi” price. To be exact, Naraya classified kimonos and 
applied a set percentage for each kimono category. (To be more precise, using the markup 
pricing as a standard, Naraya priced each kimono respectively according to quality, the 
mode, etc.) For instance, “Kanto-mono” were classified into 3 categories from c. 1793. 
 
                (category)        (markup rate) 
“Kanto-mono” category 1   --->   25% 
“Kanto-mono” category 2   --->   20% 
“Kanto-mono” category 3   --->   17% 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                      
† Library of Economics, Graduate School of Economics, Osaka University, 1-7, Machi
kaneyama, Toyonaka, Osaka, 560-0043, Japan. e-mail: suzuki@econ.osaka-u.ac.jp 
    The main store of Naraya in Kyoto purchased kimonos (“Kudari-mono”) and put price 
tags on them and then sent them to the branch stores in Kanto region. However, the price 
on the tag was not the selling price. The main store priced “Kudari-mono” double the 
selling price, neverthless the branch stores sold them correctly at the selling price. That is 
to say that the pricing on the tag in Kyoto was a conventional style. The convention was 
seen only in “Kudari-mono” between Kyoto and Kanto region and lasted until 1842. 
 
ex. 200 (Monme) on the tag in Kyoto   ---->   sell it at 100 (Monme) in Kanto region 
 
 
JEL Classification: N9, M31, M41 
Keywords: pricing policy, price tag, markup rate, kimono-fabric, long-distance trade 
